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を作成し配列が保存された領域を複数選出し、これを標的として 1 セット 6 本のプライマ
ーからなるＬＡＭＰ反応用のプライマーを栄研化学社から提供されたプログラムを用いて
設計した。検体ＲＮＡの逆転写（ＲＴ）と遺伝子増幅（ＬＡＭＰ）を 1 本の試験管で反応さ







【結  果】 










【考  察】 
今回、構築した系は現在データベースに登録されている H5N1 ウイルスをできるだけ
幅広く検出できるようプライマーを設計し、ベトナムの患者検体から特異的に高い感度と
特異性でウイルス遺伝子を検出した。しかし、インフルエンザウイルス遺伝子には高頻度
に遺伝子変異が発生することが知られている。今回の研究でもウイルス検出感度はウイ
ルス株間で大きく異なる場合があり、本手法を実際に利用する場合には、流行地域に
おけるヒトおよび鳥において日常的にウイルスサーベイランスを実施し、ウイルスの変異
を適時把握しシステムの有効性を検証することが重要であると考えられる。この観点から
もＷＨＯ推奨の検出系だけでなく、ＬＡＭＰ法を含む複数のバックアップ検出系を保有
することは有意義である。 
本手法では蛍光色素発色試薬を組み合わせることによって特殊な機器を用いること
なく肉眼で陽性確認が可能であることから、ベトナムのような開発途上国の地方病院、
保健施設においても利用することが可能であり、本手法は WHO が推進する早期封じ込
め戦略に寄与することが期待される。 
